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〇  空の色、空気、そして植物にも秋の色どりが見え始めます。そして、ある日、 

「キー、キキキ」の声。日に日に秋が深まります。  aiko． 

 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会  

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka) 

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子／会計：宮原俊彦 

〒814-0113 福岡市城南区田島 3 丁目 7 番 14 号 

田村の自宅内 TEL ：090-8220 ｰ 6160 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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自自然然感感  
３３８ 

 

★都市公園で自然観察会★ 

春日公園での自然観察会（142 回）      

日時９月１６日（土）10 時から 12 時 

【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL 090－8220－6160〔田村の携帯〕   

 

 

 

  

 

http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/


注意 各団体とも、新型コロナウイルス感染拡大や様々な状況により、下記の予定も当日でも変更になることがあります。

詳しくは各団体にお問い合わせください。 

日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300円（中学生以下無料）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会 筑後支部                        福岡植物友の会 

 

 

 

 

  

  

久留米の自然を守る会 

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催 

http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会  
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９月２４日（日）１０月２２日（日） 

久末ダム探鳥会（福津市） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐車場  

問合せ：0940-33-7846（高原和幸） 

 

９月１７日（日）１０月１５日（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：8:00～11:00（９月のみ） 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松） 

 

１０月１日（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12：00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

 
１０月１４日（土） 

大濠公園（福岡市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

問合せ：092-834-8644（持永俊行） 
注）１１月は公園の都合で５日に変更。 

 

１０月８日（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

１０月３日（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：音楽堂ステージ側（第５Ｐ）

問合せ：090-8220-6160（田村耕作） 

１０月１５日（日） 

ネイチャーゲームとの合同例会 

集 合；森林公園 

時 間：9：30～ 

問合せ：0942-43-7959（河内俊英） 

 

９月２３日（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00 

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせください。 

問合せ：090-4357-3043 

（溝田泰博） 

９月１７日 

毘沙門山（福岡市西区） 

詳細は問合せください。 

佃 昇（092-662-2983） 

１０月７日（土） 

集 合：九州歴史資料館 

第１駐車場 

時 間：9:30～12:00 

（早めに終わるかもしれません）   

問合せ：092-920-3072 

参加費：大人 200 円  

 

コロナ対策：ブログにて確認 
ブログ 「三国丘陵の自然を楽しむ会」で 

検索 

９月２３日（土） 

定例会議 

時 間：12：00～14：00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 



くすのき ２０２３年９月号投稿原稿-本のむし    Nais-fukuoka 福岡県自然観察指導員連絡協議会 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

                                                 8/2 旧暦 6/16 

                              

 

                                                          

                                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

― ３ ― 

今回は、８月１日（旧暦６月１５日）～８月３１日（旧暦７月１６日）までの

デジカメ日誌です。(文・写真 本のむし) 

８/１（旧６/１５）筑紫野市天拝坂 

アゲハ若齢幼虫が居た。産卵は

観ていたので探していた。鳥の糞

に擬態しているが、生き延びろ！ 

８/４（旧 6/１8）筑紫野市天拝坂 

街路樹の目線を感じたら、なまは

げが居た。クマゼミの様だが、顔

に見えたら顔以外見えなくなった 

８/６（旧 6/20）筑紫野市天拝坂 

６日８時１２分、９日１１時２分、１５

日正午。市のサイレンが鳴り響

く。毎年の鎮魂の時。黙祷 

８/２５（旧 7/10）筑紫野市天拝坂 

室内に入ったセスジスズメ。家内

が捕虫網で捕獲。ストライプが美

しい。時速 50㎞で飛行だと。 

８/１６（旧 7/1）筑紫野市天拝坂 

庭のムクゲでクマゼミが産卵してい

た。生木ではなく枯れかかった幹だ。

後で観ると幹にささくれがあった。 

８/２７（旧 7/12）筑紫野市天拝坂 

最近は夕立が多い。高温で乾い 

た樹皮に、樹幹流が鮮やかに流 

れを見せていた。 

８/26日（旧 7/11）筑紫野市天拝坂早

朝からよく歌っている。メスタイプだが

少し胸に赤みが出ているから、オス幼

鳥だろう。 

８/２２（旧 7/7）筑紫野市天拝坂 

街路樹のヤマモモ。樹皮に沢山

のコブが出来ている。細菌性のコ

ブ病らしく、痛々しい。 

８/１９（旧 7/4）筑紫野市天拝坂 

塀石に新しく取りついた地衣類。

シロムカデゴケだろうか？火山島

の溶岩流を思わせる。 

８/２３（旧 7/8））筑紫野市天拝坂 

モルタルの柱にツクツクボウシ。

産卵管があるのでメス。卵産むに

は、そこは固いだろう。 

８/２２（旧 7/7）筑紫野市天拝坂  

イチジクの食べているところは花

だ。イヌビワはコバチが居るが栽

培種は適応昆虫が居ないという。 

８/２８（旧 7/13）筑紫野市天拝坂 

最近北側の公園に居ついてい

る。カササギの青い構造色光沢

が美しい。バッタでも居るのか。 

８/３１（旧 7/16）筑紫野市天拝坂 

今月は２回の満月。確率的に珍しい。

二度目の満月をブルームーン。この日

は地球に近いスーパームーン。雲の切

れ間からやっと・・ 

８/１１（旧 6/25）筑紫野市天拝坂 

家内が見つけた２㎜に満たない

小さなアリ。ルリアリだろうか。室

内のアリは要注意だ。 

８/１８（旧 7/3）筑紫野市天拝坂 

ゼゼ・ボッホゥと少し暗い鳴き方をし

ている。個性なのか、体調が悪いの

か。暑さに負けるな。 

８/２７（旧 7/12）福岡市大濠公園 

越夏中のホシハジロ。繁殖期の 

色合いとは違うようなのでまだ若 

いのか。もうすぐ仲間も来るよ。 



春日公園自然観察会 令和5年８月１９日（土）【参加者数】６人【担当】、田村耕作 

観察は、自然あそび館～芝生広場・調整池～ショウブ池～自然風庭園～自然あそび館で歩いた。 

観察内容 晴れ、３２℃で開始。蜻蛉を中心に観察した。 

植物 ムラサキサギゴケ、トキワハゼ、ウリクサ、メリケンムグラ、ノシラン、サルスベリ。 

昆虫 ベニトンボ（♂♀）、シオカラトンボ（♂♀）、コシアキトンボ、ショウジョウトンボ（♂♀）、マユタテアカネ（♂）、

マユタテアカネ・ノシメ型、ウスバキトンボ（多い）、ツマグロヒョウモン、ムラサキシジミ、アオスジアゲハ、リス

アカネ、ギンヤンマ（♂♀）、ハンミョウ、アオドウガネ、 

   アオモンイトトンボ（♂♀） 

野鳥 メジロ、ハクセキレイ、キジバト、スズメ、ムクドリ、シジユウカラ、エナガ、ヤマガラ、コゲラ、ヒヨドリ、カワラ

ヒワ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、カワラバト、アオサギ、アヒル 

その他 アカガエル科ツチガエル？ 

感想（参加者の声）  

・暑い中でも、トンボがいろいろ見れて楽しかったです。トンボは種類が多いので見分けるのが難しいですが、あのフォ 

 ルムは大好きです。上手く描きたいと思います。 

・ギンヤンマ、交尾しながら飛翔していた姿を観察できた。 

・赤い蜻蛉のベニトンボ、マユタテアカネ、ショウジョウトンボを観察できた。 

・サルスベリの花をじっくりと観察できた。 

観察会の風景          ベニトンボ♂              リスアカネ♂ 

 

 

交尾中のシオカラトンボ    交尾中のギンヤンマ   ノシランの花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

華やかなサルスベリの花   鮮やかな体色のハンミョウ  イボバッタ 

 

 

 

 

 

 

アオドウガネ           ツチガエル     ベニトンボ♂未成熟個体 
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会員からの投稿 （1）  

窓越しの自然観察 54   〜  一期一会 28 〜    

 今夏も、いきなりワシワシワシで始まった。耳をすませばジージー、ギーギギギギ、ジュクジュクジャガジャガ・・・何

種類の混成なのか、ワシワシのけたたましさに掻き消されてハッキリしない。八月に入って間もなくもうツクツクホーシの声

が混じり始めた。玄関ガラス戸桟木の狭い隙間に何かいる。内側

から軽く叩いてみたが動く気配なし。どうも蝉(ツクツクホウ

シ？）らしい。急ぎデジカメを取りに戻ったが、タッチの差で残

念！！後には、沢山のギズ跡。周囲には樹木たくさんあるのに、

古玄関の桟木に産卵中だったらしい。卵はこの一つ一つ全てに産

み付けられているのだろうか？孵化するまで、このままにしてお

くべきか？？今年は8月13日が七十二侯＜寒蝉鳴＞となってい

るが、ヒグラシの声は未だの様。 

 

しっかり開けられ穴、ピンボケでですが  （ダムサイト住人

2023/8/12 記） 

 

 

 

会員からの投稿 （2） 事務局 

８月中旬、会員の中岡康二氏から問合せがありました。その内容は、玉名市の伊倉南八幡神社にある２本の大楠（玉名市指定の天

然記念物）の１本が、急に落葉し、伐採されました。残った１本も落葉し始めているとのことでした。神社の情報によると、玉名市が

専門家に対応を尋ねているとのことです。大楠、延命方法は？ 

落葉の理由の一つが、高温少雨らしいのです。 

この気候の大きな変動で、各地の鎭守の杜でも、同じような現象が起きているのでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

落葉し、伐採されたくすのき 

６月頃の撮影：中岡康二 
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会員からの投稿 （3） 田村耕作 興味深いイシクラゲの記事を紹介します。 

晴れた日が続くと 

パリパリで乾燥わかめ、 

雨が降ると、キクラゲ

のような見た目の様子。

キノコの仲間や植物の 

仲間ｆでもない。そんな 

生きものの情報です。 

 観察会のネタにいか

がでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局からのお知らせ  

会費振込について  

会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。会員の皆様、２０２３年度会費を、各自ご確認の上、郵便局にて下

記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

年会費：2000円   郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

定例会に参加してみませんか？ 

次回の定例会は、令和 5 年１０月１３日（金）午後２時より事務局で行います。令和５年 10 月号の原稿は、 

10/10（火）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

編集後記  

2023 年８月の定例発送会は、藤川渡と田村耕作が、それぞれの自宅で作業。 

 ９月の初め、川の土手沿いでシオカラトンボ♀が何かを咥えて飛んでいた。しばらく観察。 

留まるを待ってじっくりみると、ウスバキトンボを捕まえ、食べていた。蜻蛉類は動物質を 

食べると聞いていたが、同じ位の大きさの生きもの（トンボ）も獲物のその対象なんだと、 

少し驚いた。でも、シオカラトンボ♀は、動くものを食べものとして捕まえただけなんでしょ

うか。                                 福岡市西区にて 

                                                   撮影：田村耕作 
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